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政
府
は
、
令
和
三
年
に
閣
議
決
定
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
に
お
い
て
「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
実

現
と
、
令
和
十
二
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
平
成
二
十
五
年
度
比
で
四
十
六
％
の
削
減
等
を
目
指
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
最
大
限
の
導
入
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
第
六
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い
て
、
洋
上
風
力
発
電
事
業
の
「
令
和
十
二
年

ま
で
に
十
Ｇ
Ｗ
、
令
和
二
十
二
年
ま
で
に
三
十
か
ら
四
十
五
Ｇ
Ｗ
の
案
件
形
成
」
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
以
下
、
質
問
す

る
。 

一 

同
基
本
計
画
の
目
標
達
成
に
関
し
、
風
車
の
タ
ー
ビ
ン
や
ブ
レ
ー
ド
、
タ
ワ
ー
等
の
関
連
部
材
、
建
設
の
国
内
調
達
率
の

六
割
達
成
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、
国
内
に
お
い
て
巨
大
な
部
材
を
製
造
す
る
大
規
模
工
場
や
造
船
所
の
整
備
は
進
ん
で

お
ら
ず
、
採
算
を
考
慮
し
た
場
合
、
国
内
企
業
の
参
入
の
動
き
も
鈍
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
同
発
電
事
業
へ
の
投
資
環

境
や
、
同
発
電
設
備
の
製
造
か
ら
設
置
ま
で
一
貫
し
た
体
制
が
整
っ
て
い
る
欧
州
と
比
較
し
、
製
品
の
競
争
力
に
お
い
て
不

利
な
状
況
を
ど
の
よ
う
に
改
善
を
は
か
り
、
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
む
の
か
。
政
府
見
解
を
伺
う
。 

二 

秋
田
県
沿
岸
で
は
、
い
わ
ゆ
る
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
に
基
づ
く
「
促
進
区
域
」
と
し
て
三
つ
の
区
域
が
指
定
さ
れ
、
秋
田

港
・
能
代
港
は
同
発
電
の
基
地
港
湾
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
両
基
地
港
湾
の
区
域
内
に
お
い
て
、
令
和
四
年
度
に
同
発
電
の
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商
業
運
転
が
開
始
さ
れ
、
令
和
十
二
年
に
は
同
県
の
四
つ
の
一
般
海
域
に
お
い
て
運
転
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
る
他
、
同
県

沖
の
海
域
に
お
い
て
は
浮
体
式
の
実
証
事
業
も
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
基
本
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
上
で

重
要
な
拠
点
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
同
発
電
事
業
を
通
じ
て
、
将
来
に
わ
た
る
関
連
産
業
の
振
興
や
港
湾
の
利
活
用
が

図
ら
れ
る
こ
と
へ
の
地
元
の
期
待
の
声
が
あ
る
一
方
、
事
業
の
主
体
は
大
手
・
外
資
系
企
業
が
中
心
で
あ
り
、
地
元
企
業
は

物
流
や
陸
上
工
事
の
一
部
の
業
務
に
と
ど
ま
る
等
、
地
元
の
参
入
機
会
は
限
ら
れ
て
お
り
、
雇
用
、
経
済
効
果
が
十
分
に
発

揮
さ
れ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
同
発
電
設
備
の
製
造
や
設
置
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
、
各
工
程
に
お
い
て
地
元
企

業
が
参
入
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
政
府
見
解
を
伺
う
。 

三 

同
県
で
は
運
転
管
理
と
保
守
点
検
（
Ｏ
＆
Ｍ
）
拠
点
化
に
向
け
、
発
電
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
者
等
を
育
成
す
る
訓

練
施
設
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
同
拠
点
化
に
取
り
組
み
つ
つ
も
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
同
発
電
事
業
の
運
営
に
直
接
関
わ
れ

る
技
術
者
等
、
専
門
人
材
を
地
元
で
育
成
す
る
た
め
の
教
育
・
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
も
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
政
府
見
解
を
伺
う
。 

四 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
得
た
電
力
の
多
く
は
、
全
国
規
模
の
電
力
市
場
を
通
じ
て
取
引
さ
れ
、
同
県
の
同
発
電
電
力
も

都
市
部
等
の
大
消
費
地
向
け
の
も
の
で
あ
り
、
電
力
を
地
元
で
利
用
す
る
仕
組
み
が
現
状
な
い
。
災
害
時
の
電
力
供
給
等
の
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観
点
か
ら
「
電
力
の
地
産
地
消
」
を
進
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
地
域
内
の
電
力
供
給
網
の
整
備
コ
ス
ト
や
電
力
市
場
制

度
と
の
関
係
、
地
域
電
力
の
運
営
の
あ
り
方
等
、
諸
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、
同
発
電
電
力
を
地
域
内
で
利
用
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
政
府
見
解
を
伺
う
。 

五 

四
に
関
し
、
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
東
北
六
県
及
び
新
潟
県
を
中
心
に
、

風
力
発
電
を
主
軸
と
し
た
二
百
万
ｋ
Ｗ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
目
指
し
、
風
力
発
電
設
備
の
点
検
・
修
繕
の
た
め

の
訓
練
施
設
に
お
い
て
作
業
員
の
育
成
を
進
め
て
い
る
。
秋
田
県
内
で
は
、
風
力
発
電
設
備
の
点
検
・
修
繕
の
た
め
の
「
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
訓
練
」
を
行
う
施
設
を
能
代
火
力
発
電
所
構
内
に
、
風
車
で
の
高
所
作
業
な
ど
を
安
全
に
行
う
た
め
の
「
安
全

基
礎
訓
練
」
を
行
う
施
設
を
秋
田
火
力
発
電
所
構
内
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
た
。
同
グ
ル
ー
プ
は
再
エ
ネ
発
電
事
業
の
開
発
か

ら
運
用
・
保
守
な
ど
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
般
に
関
与
し
、
再
エ
ネ
の
導
入
拡
大
に
努
め
る
と
し
て
い
る
。
今
後
、
洋
上
風
力

発
電
事
業
に
よ
り
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
力
の
地
産
地
消
に
お
い
て
重
要
な
地
域
内
の
電
力
供
給
網
を
整
備

す
る
等
の
役
割
を
担
え
る
と
考
え
る
が
、
政
府
見
解
を
伺
う
。 

六 

「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
」
は
、
発
電
所
利
益
の
地
域
還
元
、
地
元
理
解
・
協
力
の
醸
成
、
電
力
安
定
供
給
を
目
的

と
し
、
原
子
力
や
地
熱
、
水
力
発
電
等
の
立
地
地
域
に
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
洋
上
風
力
発
電
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。
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し
か
し
、
同
発
電
事
業
の
「
令
和
二
十
二
年
ま
で
に
三
十
か
ら
四
十
五
Ｇ
Ｗ
の
案
件
形
成
」
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
開
発

地
域
と
の
共
生
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
同
交
付
金
の
制
度
趣
旨
に
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
実
現
に
向
け
た
重
要
電
源
で
あ
る
洋
上
風
力
を
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
（
電
力
移
出
県
等
交
付
金

相
当
部
分
）
の
対
象
電
源
に
追
加
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
見
解
を
伺
う
。 

七 

同
発
電
開
発
地
域
の
都
道
府
県
に
お
い
て
、
事
業
所
等
を
有
し
な
い
法
人
が
、
洋
上
風
力
発
電
設
備
等
の
無
人
の
発
電
施

設
を
設
置
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
が
、
周
辺
道
路
の
整
備
・
維
持
管
理
や
災
害
防
止
対
策
等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
お

り
、
当
該
法
人
の
事
業
活
動
と
同
サ
ー
ビ
ス
と
の
受
益
関
係
を
正
確
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
法
人
事
業
税
の
課
税
対
象
の

見
直
し
を
図
り
、
「
事
業
所
等
を
有
し
て
い
る
」
と
み
な
し
て
分
割
基
準
の
適
用
対
象
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
政

府
見
解
を
伺
う
。 

八 

秋
田
県
男
鹿
市
の
船
川
港
は
、
複
数
の
同
発
電
事
業
の
実
施
区
域
に
近
く
、
秋
田
港
、
能
代
港
の
中
間
に
位
置
し
、
両
基

地
港
湾
を
補
完
す
る
港
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
船
川
港
の
背
後
地
に
は
石
材
の
産
出
拠
点
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
風
車

の
基
礎
周
辺
の
石
材
等
を
供
給
す
る
拠
点
と
し
て
の
整
備
に
加
え
、
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
貨
物
の
保
管
庫
、
ク
ル
ー
ズ

船
受
け
入
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
大
水
深
岸
壁
の
整
備
、
埠
頭
用
地
の
確
保
、
資
材
保
管
に
対
応
し
た
工
業
用
地
の
確
保
、
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作
業
員
や
資
材
を
運
ぶ
作
業
員
輸
送
船
（
Ｃ
Ｔ
Ｖ
）
の
係
留
等
の
Ｏ
＆
Ｍ
拠
点
と
し
て
の
整
備
等
、
様
々
な
港
湾
事
業
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
船
川
港
の
港
湾
機
能
強
化
を
早
期
に
果
た
す
た
め
、
事
業
の
優
先
度
を
考
慮
し
な
が
ら
実
施
の
効
率
性
を

高
め
る
必
要
が
あ
る
。
政
府
見
解
を
伺
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


